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大村警察署協議会第３回会議議事概要

日 時 令和元年７月24日(水) 13時33分～15時54分

場 所 大村警察署訓授室

１ 協議会

西畑会長 伊藤委員 井手委員 井上委員 瀬戸口委員

中牟田委員 村川委員

出 席 者 ２ 警察署

小松署長 松永副署長 冨永警務課長 新田生活安全課長

山中交通課長 野田地域課長 平野刑事課長 御厨警備課長

３ 書記

警務係長 警務課員

会議の状況 １ 前回会議での協議会の意見に対する推進状況について

署長から、前回協議会の提出意見である「青少年に対する薬物乱

用防止についての啓蒙と取締りの強化について」に対する推進状況

について、次のとおり説明があった。

(1) ボランティア団体と連携した街頭補導活動等の推進

大村市少年補導員等と連携し、コンビニ等少年がい集する場所

を選定し夜間における街頭補導活動等を実施し、４月から６月ま

での期間中に少年35人（前年同期比＋10人）を補導した。

(2) 関係機関との各種会議等の開催

大村地区青少年健全育成協議会定期総会、大村市学校連絡協議

会、大村地区少年補導員連絡協議会等８会議に出席し講話等を実

施した。

(3) 薬物乱用防止教室の開催

大村市立玖島中学校全校生徒、大村中学校、萱瀬中学校等の生

徒に対して薬物乱用防止教室を開催し、他校においても順次実施

を予定している。

２ 平成31年４月から令和元年６月までの業務重点推進結果について

各課長から、次のとおり説明があった。

(1) 生活安全課関係

ア 各種犯罪抑止対策の推進

イ 新学期における少年非行防止・犯罪被害防止対策の推進

(2) 地域課関係

春の行楽期における山岳遭難事故防止対策の推進

(3) 刑事課関係

ア 各種犯罪の検挙推進

イ 暴力団排除活動の推進

(4) 交通課関係

ア 自転車が関連する交通事故防止対策の推進



イ 高齢者が関係する交通事故抑止対策の推進

ウ 交通事故抑止に資する交通指導取締りの推進

エ 飲酒運転根絶対策

(5) 警備課関係

ア 大規模自然災害等緊急事態への的確な対応

イ テロ対策の推進

３ 業務重点推進計画について

各課長から、次のとおり説明があった。

(1) 生活安全課関係

夏休み期間及び夏休み明けにおける少年の非行防止・犯罪被害

防止対策の推進

(2) 地域課関係

ア 的確な雑踏警備の実施

イ 夏期における水難・山岳事故の防止

(3) 刑事課関係

ア 各種犯罪の検挙推進

イ 暴力団排除活動の推進

(4) 交通課関係

ア 通学路における安全対策の推進

イ 自転車が関連する交通事故抑止対策の推進

ウ 高齢者が関係する交通事故抑止対策の推進

エ 飲酒運転等の悪質・危険な交通違反の取締りの強化

(5) 警備課関係

ア 大規模自然災害等緊急事態への迅速かつ的確な対処

イ 国際テロ対策の推進

４ 諮問テーマに対する答申について

署長から、協議会に対して諮問があり、協議会から次のとおり答

申があった。

(1) 諮問テーマ

自転車利用者のマナーアップ方策について

(2) 協議会からの答申

西畑会長から協議会委員に対し、次のとおり署長への答申内容

について確認があり、全会一致で了承された。

ア 高校生は各学校で、歩道の右側、左側と指定されているため

統一された指導がなされていない。

イ 高校生は我が物顔で歩道を自転車で通行するため、小学生が

自転車を避けている。

ウ 生徒だけではなく指導する立場の学校の先生に対する教育が

必要ではないか。

エ 高校生は、自転車がオートバイや自動車と同じ車両であると

いう認識が薄い。

オ 学校との協議会を開いて指導する必要があるのではないか。

５ 諮問テーマの設定について

署長から、協議会に対して次のとおり諮問テーマが設定され、次

回会議において答申されることとなった。



(1) 諮問テーマ

子供や女性を守る安全対策の推進について

(2) 設定理由

子供や女性を対象とした、福祉犯・性犯罪・声掛け・ＳＮＳ利

用事案などが増えていることから、子供や女性を犯罪から守るた

めの施策を推進していく必要があるため

提 出 意 見 ○ 夏休みにおける青少年の非行防止及びに水難事故防止啓発活動に

ついて

夏休み期間に非行に走る傾向が見られることから、青少年の非行

防止を図るとともに、数年に一回程度、黒木地区において川遊びし

ている際に水難事故が発生していることから、これらの水難事故を

防止するために声掛けを実施するなどしてもらいたい。


